




















　This study was conducted as a joint research between industry, universities and government 
from November 2015 to November 2017 by  Nakatsu Kagu Co., Ltd., Oita Prefectural College 
of Arts and Culture, Oita University of Nursing and Health Sciences, Oita Industrial Research 
Institute, and NAHO DESIGN. It was conducted as a research on “comfortable sitting” for 
developing “safe and comfort” wooden chairs used at care facilities for elderly people. It 
explored their essential needs for chairs with an aim to produce chairs that would enable them to 
create a purpose in life.   
　The result of our market research showed that many of the existing chairs for elderly people 
have mechanical designs and many of their shapes are unsuitable for their postures. We carried 
out research and development with an aim to improve the quality of life for elderly people by 
identifying the essential elements of chairs needed in our increasingly aging society through a 




　The product, "C-Fit–Chair", which was created as a result of this study, received the Good 




















































































































































































































































































































図８　背座面の形状と姿勢    図９　背座面の局部的な圧力の分散  　写真５　 一人ひとりの姿勢や座り心地
に合わせられるクッション
（２）機械的で衛生的な冷たい印象の払拭
　健常成人向けの一般的なダイニングチェアと同様のスタイリングを目指し、無垢材の木
材の魅力を引き出す曲線を多く取り入れたフレームの形状や、ファブリックや天然皮革な
ど温かみのある素材に近いビニールレザーを使用したクッション部とした。冷たい印象に
つながる金物類を極力目に入らないように処理している。
（３）一人ひとりの姿勢や座り心地に合わせられるクッション
　背座面の表面のクッションは、椅子の前方／後方に長く伸ばされており、手前に折り畳
んだり、丸め込むことにより一人ひとりの姿勢や座り心地に対応して調節ができる。この
クッションは構造上、折り曲げやすさを実現するため横方向に通した凹凸があるが、結果
的に体圧分散に有効であるという結果が得られ、長時間の着座における座り心地の向上に
役立つものとなった（写真５）。クッションの調整が不必要な場合のクッション前後の延
長部分は、背面のポケットまたは座面下の貫と座の隙間に収納することができ、違和感な
く使用することができる。
　また、クッションの素材は高齢者施設等に求められるメンテナンスおよび管理がしやす
い防汚や抗菌などの性能のあるビニールレザーを使用している。クッションは簡単に脱着
できる構造にしており、メンテナンスや管理のしやすさとともに汚損時の取り換えによっ
て、製品寿命の延長にも寄与するものとした。
（４）椅子へのアプローチのしやすさと着座／起立支援
　多くの高齢者がアームレストやテーブルを支えに着座／起立をしているとともに、伝え
歩きをしていることから、椅子の左右、後方がコの字型に繋がったアームレストにした。
椅子前方にかけて広がるアームレストは着座／起立時の支援となり、後方を取り囲む部分
は後方からアプローチした高齢者が伝え歩きの支えになるものである。また、後方の手す
り部分は手をかけて引き出しやすい。
（５）状況／感性に対応する展開
　木製のフレームは、ユーザのニーズや施設のイメージと合わせられるよう「キュービッ
ク」と「トライアングル」の２タイプのフレームを展開した。また、樹種やクッションの
色の組み合わせることができる。２タイプともソリ脚としており、安定感を与えるととも
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に、畳での使用も考慮している。
　「C-Fit-Chair トライアングル／キュービック」は（一社）大分県発明協会のアドバイ
スを基に、商標登録（登録商標第6085751号）および意匠登録（登録意匠第1620863号、登
録意匠第1620864号）を行なっている。
５．「C-Fit-Chair」の評価
（１）ユーザによる評価
　「C-Fit-Chairトライアングル」を使用している高齢者施設にて調査を行った。当該施
設には100脚導入されており、導入後約６ヶ月間の使用状況について、施設入居者および
施設職員へのインタビューと使用状況の観察を行った。「C-Fit-Chairトライアングル」
はデイサービスを併設している施設内の食堂やデイルーム等で使用されており、用途とし
ては食事、談話、リハビリテーション、椅子座位での体操などで使用されている。
　施設入居者へのインタビューでは、座り心地に対する評価は概ね良好であった。施設職
員からは、利用者は毎日長時間着座しているが褥瘡になった人はいないとのことであっ
た。さらに、６ヶ月の使用で接合部のネジなどのゆるみ、クッションなどに特に不具合が
なく高い評価であった。また、観察では、アームレストを使用しているユーザが多く、着
座中や起立する際の支えとして利用されていた。一方で課題と改善も浮かび上がった。調
整せずに利用しているユーザが多いということである。一因として施設内の共有の椅子で
あるので、好みの座り心地に合わせて調整しても利用後はリセットさせてしまうというこ
とと、加齢に伴う認知機能変化によるものと考えられる。それらを改善するクッションの
直感的で分かりやすい調整方法や構造／素材は、時期改良時の課題としたい。
（２）有識者による客観的評価
　公益財団法人日本デザイン振興会が主催する2017年度グッドデザイン賞へ応募し、G
マークを取得（受賞番号–17G060538）することができた。審査員のコメントでは『「高
齢者の生活の質の向上を目指し、前を向いて楽しく食事・会話ができる木製の椅子」とい
う明確なコンセプトに真摯に向き合い、主に高齢者に多く見られる「円背」の姿勢に対し
て、具体的に解決しようとしている点が評価された。また、高齢者向けというと、どうし
ても機器的なデザインになってしまうことが多いが、柔らかであくまで自然なダイニング
チェアを目指している点も良い。』と客観的評価を得ることができた。
６．むすび
　本研究の成果にあたる「C-Fit-Chair」はユーザ調査により導き出された高齢者が潜在
的に求めている要求事項を満たすものとして具体化された。
　高齢者用として市場に出回る既成椅子の多くが、シートの性能や扱いやすさなど、断片
化されたニーズに対する問題解決止まりになっているように感じる。結果、観察やインタ
ビューでは多くの高齢者から椅子に座る行為に関する「苦い経験」を聞くことができた。
　本研究では、人間中心設計の概念に基づき、高齢者を包摂し、中心に据え、ユーザ体験
を総合的に捉えて進めたことにより、高齢者が椅子に求める潜在的なニーズを明確にする
ことができた。椅子に関するデータを見直し、ユーザとの対話や観察を繰り返しながら丁
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寧に読み取って研究を進めることにより実現できたといえる。ユーザを思いやりながらデ
ザインを考える行為自体は、20世紀型の大量生産・消費社会で忘れ去られたモノづくりの
基本的な考え方のようにも感じている。
　さらに高齢者にとっての「人間らしく、心の豊かさが実感できるくらし」の実現に向
け、「C-Fit-Chair」のユーザとの対話を通してスパイラルアップしていく必要性を感じ
ている。
担当内容
松本康史　大分県立芸術文化短期大学（要求品質に基づくデザイン・設計、モデリング）
麻生優恵　大分県立看護科学大学（生体／心理計測・解析、「座り心地」評価）
兵頭敬一郎、佐藤幸志郎、北嶋俊朗　大分県産業科学技術センター
　　　　　（部材・接合試験／家具強度試験、既存椅子形状の３次元計測・解析）
永岡侍紹央　中津家具株式会社
　　　　　（市場調査、既存木製椅子の選定、椅子の試作、展示会出展・市場性評価）
松野奈帆　NAHO DESIGN（商品企画コンセプト作成、デザイン、設計モデリング）
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